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作品名 表記 読み 品詞 語彙素 読み 本文種別
源氏物語 -桐壺 何れ イズレ 代名詞 いづれ イズレ 和
源氏物語 -桐壺 の ノ 助詞-格助詞 の ノ 和
源氏物語 -桐壺 御 オオン 接頭辞 御 オオン 和
源氏物語 -桐壺 時 トキ 名詞-普通名詞-副詞可能 時 トキ 和
源氏物語 -桐壺 なり ナリ 助動詞 に ニ 和
源氏物語 -桐壺 か カ 助詞-係助詞 か カ 和
源氏物語 -桐壺 ， 補助記号-読点 ， 記号
　表 2は，本稿で調査対象とするテクストの総語数をまとめたものである。
表 2　テクストの総語数
桐壺 若紫 橋姫 夢浮橋 紫式部日記 更級日記

















































































1主成分が大局分析の第 1主成分に高く相関し，それ以外の 4つのカテゴリーの第 1主成分が大
局分析の第 2主成分に高く相関していることが分かる。
図 1　各テクストにおける助詞・助動詞の相対頻度
 小林雄一郎・小木曽智信／国立国語研究所論集 6: 29–43 (2013) 35
図 2　大局的ケース図
図 3　大局的負荷図
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図 4　群表示
図 5　群の大局への寄与








































桐壷 若紫 橋姫 夢浮橋 紫式部日記 更科日記
語 LLR 語 LLR 語 LLR 語 LLR 語 LLR 語 LLR
す 30.183 り 42.378 なむ 25.314 なむ 27.367 の 134.304 に 42.650
さす 9.548 ば 37.110 む 12.629 む 14.841 たり 44.588 き 16.289
けり 9.104 む 16.905 き 9.274 き 10.283 は 36.804 まし 11.119
なむ 6.522 なり 9.333 ど 8.368 と 8.466 ぞ 34.139 けむ 10.481
まで 6.101 と 9.208 と 6.415 ど 8.232 て 9.714
のみ 6.059 なむ 9.039 こそ 4.974 こそ 5.404 ばかり 6.732
を 5.496 哉 7.732 べし 4.107 しむ 5.279 が 6.632
だに 5.377 とて 7.493 らむ 3.381 か 4.218 らる 6.613
まうし 4.846 つ 7.012 か 3.224 べし 3.447 たり 6.036
や 6.254 へ 5.712
ど 5.368 より 5.435
7 特徴語抽出の打ち切り点は，LLRの平均値である。
図 6　ケースのクラスター分析































ると，地の文で約 13%，会話で約 10%，和歌で約 17%，全体で約 15%となっており，和歌が多
いほど格助詞率は高まる。そして，『更級日記』は『源氏物語』や『紫式部日記』と比べて和歌
が占める割合が高く，それによって格助詞率が高くなっていると説明することができそうである。
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Styles and Genres in Early Middle Japanese:
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Abstract
Th e aim of the present study is to investigate styles and genres in Early Middle Japanese. 
By applying multivariate analysis to historical corpus stylistics, the present paper examines the 
frequencies of postpositional particles and auxiliary verbs in Th e Tale of Genji, Th e Diary of Lady 
Murasaki, and Th e Diary of Lady Sarashina, and visualizes in a multi-dimensional space the complex 
interrelationships among texts, the interrelationships among stylistic features, and the association 
patterns between texts and stylistic features. By so doing, we demonstrate that genres have more 
infl uence than writers on the style of a text. In addition, using log-likelihood ratios, we extract 
keywords from each text for more detailed analysis of the stylistic diff erences among texts.
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